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平
成
25
年
度　
第
４
回
全
体
研
修
会

「
胃
ろ
う
か
ら
の
半
固
形
栄
養
法
」

「
摂
食
・
嚥
下
障
害
に
関
す
る
情
報
提
供
と
摂
食
回
復
支
援
食
『
あ
い
ー
と
』
の
紹
介
・
試
食
」
に
つ
い
て

開
催
日
時　

平
成
25
年
11
月
21
日
（
木
）　

15
時
00
分
〜
16
時
50
分

開
催
場
所　

さ
い
た
ま
市
民
会
館
う
ら
わ　

コ
ン
サ
ー
ト
室

　

皆
さ
ん
は
胃
ろ
う
の
方
の
食

事
、
と
い
う
と
ど
の
よ
う
な
も
の

を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
。
点

滴
台
か
ら
吊
下
げ
た
液
体
栄
養

剤
・
・
。
今
回
紹
介
さ
れ
た
濃
厚

流
動
食
品
は
、
ウ
ィ
ダ
ー
イ
ン
ゼ

リ
ー
の
よ
う
な
ア
ル
ミ
パ
ウ
チ
に

入
っ
て
い
た
。
手
の
圧
力
で
押
出

し
胃
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
に
注
入
す

る
も
の
だ
っ
た
。
講
師
は
、
株
式

会
社
大
塚
製
薬
工
場
か
ら
岡
田
達

明
氏
と
EN
大
塚
製
薬
株
式
会
社
か

ら
藤
井
洋
光
氏
。
商
品
を
お
持
ち

い
た
だ
き
、
手
に
取
り
、
試
食
し
、

触
感
・
味
覚
を
実
際
に
確
認
し
た
。

参
加
者
は
31
名
、
施
設
ケ
ア
マ
ネ

の
参
加
も
あ
っ
た
。

　

ま
ず
前
半
は
岡
田
氏
か
ら
胃
ろ

う
の
管
理
や
合
併
症
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
っ
た
。
肺
炎
は
高
齢
者

の
死
亡
率
第
３
位
で
、
そ
の
中
で

も
誤
嚥
性
肺
炎
等
に
よ
り
Ｐ
Ｅ
Ｇ

（
経
皮
内
視
鏡
的
胃
ろ
う
造
設
術
）

が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
Ｐ
Ｅ

Ｇ
後
の
後
期
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
胃

食
道
逆
流
に
よ
る
嘔
吐
、
胃
ろ
う

か
ら
の
栄
養
剤
の
漏
れ
に
よ
る
皮
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今
回
の
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
は
、
北
区
・

西
区
・
桜
区
合
同
、
西
部
文
化
セ
ン
タ
ー

集
会
室
に
て
講
師
に
ウ
エ
ル
シ
ア
関
東

（
株
）
調
剤
介
護
本
部
調
剤
医
療
連
携
室

小
原
道
子
氏
、
大
王
製
紙
ア
テ
ン
ト
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
鈴
木
麻
美
氏
を
お
招
き
し
、

「
在
宅
医
療
連
携
及
び
正
し
い
紙
お
む
つ

の
選
び
方
や
使
用
の
仕
方
」
を
ご
講
義

い
た
だ
い
た
。

　

参
加
者
数
は
18
事
業
所
か
ら
21
名
。

北
区
・
西
区
・
桜
区
合
同
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
お
薬
＆
勉
強
会
」

開
催
日
時　

平
成
25
年
11
月
27
日
（
水
）　

18
時
30
分
～
20
時
00
分

開
催
場
所　

西
部
文
化
セ
ン
タ
ー　

３
階　

第
１
集
会
室

講
義
１

「
薬
剤
師
が
関
わ
る
在
宅
医
療
連
携
」

　

お
薬
が
飲
み
に
く
い
・
飲
み
忘
れ
が

多
い
、
薬
を
取
り
に
行
く
こ
と
が
大
変
、

自
分
の
判
断
で
服
用
量
を
減
ら
し
た
り

中
止
し
た
り
な
ど
、
色
々
な
問
題
が
生

じ
て
い
る
。
問
題
解
決
や
相
談
な
ど
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
調
剤
薬
局
の

薬
剤
師
で
あ
る
。
ま
た
、
お
薬
手
帳
は

そ
の
方
の
医
療
情
報
と
な
る
こ
と
が
多

い
と
の
こ
と
。
３
・
11
の
時
に
お
薬
手

帳
を
持
っ
て
い
た
方
、持
っ
て
い
な
か
っ

た
方
で
は
、
対
応
に
差
が
出
た
と
お
話

が
あ
っ
た
。

　

ウ
エ
ル
シ
ア
関
東
（
株
）
で
は
、
無

菌
調
剤
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
３
箇

所
①
土
呂
②
春
日
部
③
東
越
谷
と
あ
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
県
を
跨
い
で
の
受
け

付
け
て
い
る
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
と

の
こ
と
。

膚
の
炎
症
、
栄
養
ル
ー
ト
の
汚
れ
に
よ

る
下
痢
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
合
併
症

を
寒
天
で
ゲ
ル
化
す
る
こ
と
で
予
防
で

き
る
場
合
が
多
い
と
い
う
。

　

後
半
は
藤
井
氏
か
ら
摂
食
・
嚥
下
障

害
に
関
す
る
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。
誤

嚥
性
肺
炎
の
う
ち
、
寝
て
い
る
間
に
起

き
る
不
顕
性
誤
嚥
は
、
歯
垢
の
菌
が
少

し
ず
つ
唾
液
と
と
も
に
肺
に
入
り
込
み

起
こ
る
た
め
口
腔
ケ
ア
が
大
切
と
い

う
。
歯
科
医
師
と
連
携
し
チ
ー
ム
で
嚥

下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む

こ
と
も
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢

者
の
楽
し
み
は
な
ん
と
い
っ
て
も
食

事
。
見
た
目
は
し
っ
か
り
常
食
で
、
ス

プ
ー
ン
で
す
ぐ
に
潰
れ
る
食
品
が
あ

る
。
そ
れ
は
食
べ
る
機
能
と
栄
養
摂
取

を
支
援
す
る
再
形
成
食
と
い
う
。

　

講
演
後
は
試
食
会
を
行
い
、
半
固
形

化
栄
養
食
品
を
手
で
触
れ
確
認
し
、「
ス

ル
っ
と
流
れ
カ
テ
ー
テ
ル
が
き
れ
い
」

「
味
が
甘
す
ぎ
ず
に
い
い
」
と
感
想
が

聞
か
れ
た
。
再
形
成
食
は
煮
魚
（
皮
つ

き
）・
煮
物
が
出
さ
れ
、「
形
が
ち
ゃ
ん

と
し
て
見
た
目
が
い
い
。
弾
力
が
あ
る

が
口
の
中
で
潰
せ
る
」「
味
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
」
と
好
評
だ
っ
た
。
ま
た

週
末
や
外
泊
時
な
ど
の
利
用
に
も
適
し

て
い
る
と
の
声
が
あ
が
っ
た
。
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今
回
は
、
埼
玉
県
大
宮
警
察
署
交
通

課
の
交
通
安
全
教
室
講
師
、
樋
口
恵
美

子
氏
と
佐
藤
智
江
美
氏
を
お
迎
え
し
、

「
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
実
態
に
つ
い

て
」
の
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
参
加
者

は
16
名
。

　

ま
ず
最
初
は
、
交
通
事
故
日
報
を
も

と
に
、
埼
玉
県
の
今
年
の
交
通
事
故
の

状
況
を
見
て
み
た
。

　

12
月
15
日
現
在
、
交
通
事
故
死
者
数

は
１
７
５
名
で
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
４
位

で
あ
っ
た
（
こ
の
場
合
の
死
者
と
は
、

交
通
事
故
発
生
後
24
時
間
以
内
に
亡
く

な
っ
た
方
を
さ
す
）。
そ
の
う
ち
65
歳

以
上
は
74
名
で
、
全
体
の
半
数
近
く
を

占
め
て
い
た
。

　

交
通
事
故
の
状
態
と
し
て
高
齢
者
に

大
宮
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
実
態
に
つ
い
て
」

開
催
日
時　

平
成
25
年
12
月
16
日
（
月
）
15
時
00
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　

大
宮
区
役
所　

東
館　

会
議
室
３
０
３
号
室

特
徴
的
な
の
は
、
他
の
年
齢
に
比
べ

て
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
多
い
こ
と
で

あ
る
。
な
か
で
も
自
転
車
の
致
死
率
は
、

他
の
年
齢
に
比
べ
て
１
・
４
倍
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
半
数
以
上
が
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
、
死
に
至
ら
な

か
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
た
め
、
自
転
車

に
乗
る
時
に
は
、
普
段
か
ら
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

ま
た
、
交
通
事
故
の
第
一
当
事
者
の

年
齢
を
見
る
と
、
第
１
位
が
働
き
盛
り

の
40
代
で
、
第
２
位
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
あ
る
。

　

以
前
は
、
事
故
が
起
き
た
場
合
、
車

の
ほ
う
に
責
任
が
重
く
問
わ
れ
る
傾
向

に
あ
っ
た
が
、
今
は
、
す
べ
て
車
が
悪

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
自
転
車
や

　

本
人
の
感
覚
と
し
て
は
、
運
転
中
に

ぶ
つ
か
っ
て
も
、
そ
の
感
覚
が
分
か
ら

な
い
時
で
、
他
に
は
、
75
歳
以
上
の
運

転
免
許
更
新
時
の
講
習
予
備
検
査
（
認

知
機
能
検
査
）
も
目
安
に
し
て
ほ
し
い

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

講
習
予
備
検
査
は
、
実
際
に
不
合
格

者
を
出
し
て
は
い
な
い
が
、
本
人
に
認

知
機
能
の
低
下
を
自
覚
し
て
も
ら
う

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
実
施
し
て
い

る
。

　

そ
し
て
、
高
齢
を
理
由
に
運
転
を
辞

め
よ
う
と
考
え
た
場
合
で
も
、
運
転
免

許
証
を
返
納
し
て
も
、
運
転
経
歴
証
明

書
を
取
得
す
れ
ば
、
更
新
も
な
く
身
分

証
明
書
と
し
て
使
用
で
き
、
さ
ら
に
、

協
賛
す
る
施
設
や
店
舗
の
特
典
も
受
け

ら
れ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

今
回
の
講
義
を
受
け
、
自
分
が
担
当

し
て
い
る
方
々
の
、
外
出
中
の
移
動
の

様
子
が
気
に
な
っ
て
き
た
。

講
義
２

「
大
人
用
紙
お
む
つ
の
種
類
と
選
び
方
や

当
て
方
に
つ
い
て
」

　
「
紙
お
む
つ
と
パ
ッ
ト
を
し
て
い
る
の

に
尿
モ
レ
を
し
て
し
ま
う
、
こ
の
よ
う

な
相
談
を
受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
」
紙
お
む
つ
の
中
に
パ
ッ
ト
を
数

枚
重
ね
て
し
て
い
る
の
を
見
聞
き
す
る

こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
逆
に
尿
モ
レ

歩
行
者
で
も
、
そ
ち
ら
に
責
任
が
あ
れ

ば
、
第
一
当
事
者
と
な
っ
て
い
る
。
最

近
は
、
自
転
車
の
違
反
注
意
に
よ
る
事

故
で
、
巨
額
な
賠
償
金
を
課
さ
れ
る
例

が
で
て
き
て
い
る
の
で
、
自
転
車
の
保

険
に
入
る
こ
と
も
考
え
る
と
よ
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

次
は
、
認
知
症
高
齢
者
の
車
の
運
転

の
辞
め
時
に
つ
い
て
、
お
話
が
あ
っ
た
。

の
原
因
に
つ
な
が
る
。
お
む
つ
・
パ
ッ

ト
の
ギ
ャ
ザ
ー
を
一
度
伸
ば
す
こ
と
、

き
ち
ん
と
ギ
ャ
ザ
ー
の
中
に
パ
ッ
ト
を

納
め
る
こ
と
が
対
策
の
一
つ
で
、
実
際

に
紙
お
む
つ
を
使
っ
て
の
実
践
を
行
っ

た
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
気
が
つ
か
さ
れ
、
本
人
の
Ａ

Ｄ
Ｌ
や
尿
量
に
合
っ
た
紙
お
む
つ
や

パ
ッ
ト
を
選
ぶ
こ
と
の
重
要
性
が
確
認

で
き
た
。
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埼
玉
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー
の
医
局
秘

書
、
尾
嵜
美
奈
氏
を
お
迎
え
す
る
３
年

振
り
の
接
遇
研
修
会
。
職
業
人
に
必

要
と
さ
れ
る
マ
ナ
ー
講
習
会
を
実
施
し

た
。

　

施
設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
あ
れ
ば
参

加
可
能
の
オ
ー
プ
ン
形
式
で
実
施
。
当

日
は
台
風
27
号
の
影
響
か
、
申
込
み
数

を
大
き
く
下
回
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
25

名
が
参
加
。
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
方
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

講
義
は
、
講
師
が
参
加
者
一
人
ひ
と

り
に
質
問
す
る
対
話
形
式
で
行
な
わ
れ

た
。
開
始
当
初
は
緊
張
感
が
張
り
つ
め

た
会
場
も
、
講
師
の
お
人
柄
と
巧
み
な

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
お
話
に
、
次
第
に

活
発
な
返
答
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

具
体
例
を
使
い
、
上
司
か
ら
の
指
示

受
け
と
報
告
の
仕
方
、
挨
拶
の
基
本
、

訪
問
時
の
マ
ナ
ー
、
名
刺
交
換
の
基
本
、

敬
語
の
使
い
方
、
電
話
対
応
の
基
本
と

禁
句
、
そ
し
て
ク
レ
ー
ム
対
応
に
ま
で

及
ぶ
、
接
遇
マ
ナ
ー
を
学
習
し
た
。

　
「
職
業
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
の
基
礎

は
、
自
分
を
発
見
す
る
こ
と
に
あ
る
。

自
分
へ
の
関
心
を
持
つ
こ
と
と
置
き
換

え
て
も
良
い
。　
“
聞
き
上
手
は
話
し

上
手
”
の
喩
え
の
と
お
り
、
ひ
と
の
話

を
よ
く
聞
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と

の
講
師
の
言
葉
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
今
ま
で
分
か
っ

て
い
る
つ
も
り
で
い
た
こ
と
の
誤
り
に

気
付
い
た
」「
初
心
に
返
る
こ
と
が
で

き
た
」「
ひ
と
り
の
日
本
人
と
し
て
の

マ
ナ
ー
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
新
た

に
加
わ
っ
た
当
協
会
ス
タ
ッ
フ
か
ら

は
、「
施
設
で
働
い
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ

は
、
交
流
も
含
め
て
外
部
か
ら
の
情
報

が
少
な
く
、
こ
う
し
た
場
を
提
供
す
る

こ
と
、
情
報
共
有
や
仲
間
づ
く
り
を
行

施
設
介
護
支
援
専
門
員
研
修
の
報
告

　
「
接
遇
研
修
」

開
催
日
時　

平
成
25
年
10
月
26
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

開
催
場
所　

プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト
第
２
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
（
桜
区
）

平
成
25
年
度　
大
宮
医
師
会
「
医
療
・
介
護
連
携
研
修
会
」

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
パ
ー
ト
Ⅱ

　
「
要
介
護
者
へ
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」

開
催
日
時　

平
成
25
年
11
月
５
日
（
火
）
19
時
30
分
～
20
時
50
分

開
催
場
所　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル　

９
０
６
会
議
室

う
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
改
め
て
感

じ
た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　

接
遇
の
大
切
さ
を
確
認
す
る
た
め
に

も
、
こ
の
よ
う
な
研
修
会
は
継
続
す
る

こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
で
は
と
感
じ

た
。

　

平
成
25
年
11
月
５
日
、
他
職
種
連
携

を
目
的
と
し
て
、
大
宮
医
師
会
「
医
療
・

介
護
連
携
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
度
、
平
成
24
年
12
月
、
大
宮
医

師
会
「
在
宅
医
療
研
修
会
」
の
中
で
、

「
第
1
回
介
護
保
険
勉
強
会
」
が
行
わ
れ
、

当
協
会
の
松
橋
信
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推

進
委
員
長
よ
り
、「
要
支
援
者
へ
の
在
宅

サ
ー
ビ
ス
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
役
割
」
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

２
回
目
の
介
護
保
険
勉
強
会
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
松
橋
氏
よ
り
要
介

護
者
へ
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、「
居

宅
療
養
管
理
指
導
」
に
つ
い
て
、
平
成
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24
年
度
の
介
護
保
険
改
正
で
、
居
宅
療

養
管
理
指
導
を
行
う
職
種
や
居
住
の
場

所
等
の
評
価
の
変
更
点
に
つ
い
て
講
演

を
行
っ
た
。

　

改
正
前
と
改
正
後
の
資
料
を
比
較
し

な
が
ら
、
居
宅
療
養
管
理
指
導
Ⅰ
，
居

宅
療
養
管
理
指
導
Ⅱ
で
は
、「
同
一
建
物

居
住
者
以
外
の
も
の
に
対
し
て
行
う
場

合
」
と
「
同
一
建
物
居
住
者
に
対
し
て

行
う
場
合
」
の
単
位
数
の
違
い
や
、
同

一
建
物
の
定
義
、ま
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

へ
の
情
報
提
供
の
方
法
に
つ
い
て
述
べ

平
成
25
年
度　
さ
い
た
ま
市
「
介
護
の
日
」
フ
ェ
ス
タ

　

～
安
心
は
地
域
の
絆
か
ら
～

開
催
日
時　

平
成
25
年
11
月
17
日
（
日
）
13
時
20
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　

岩
槻
駅
東
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

５
階

　

11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」　

厚
生
労

働
省
が
平
成
20
年
に
「
介
護
の
日
」
と

定
め
、
介
護
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識

を
深
め
、
介
護
従
事
者
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
及
び
介
護
を
行
っ
て
い
る
家

族
等
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
国

民
へ
の
啓
発
活
動
を
重
点
的
に
実
施
す

る
た
め
の
日
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。「
い
い
日
、
い
い
日
」
と
覚
え

や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
語
呂
合
わ
せ

に
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
さ
い
た
ま
市
の

主
催
で
「
安
心
は
地
域
の
絆
か
ら
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
第
４
回
【
さ
い
た
ま

市
『
介
護
の
日
』
フ
ェ
ス
タ
】
が
開
催
さ

れ
た
。
今
年
は
、
よ
り
多
く
の
方
が
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
、
日
曜
日
の
開
催
と

な
っ
た
。
共
催
と
し
て
、
当
協
会
を
は

じ
め
、
さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

さ
い
た
ま
市
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
連
絡
協
議
会
、
さ
い
た
ま
市
老
人
福

祉
施
設
協
議
会
、
さ
い
た
ま
市
介
護
老

人
保
健
施
設
連
絡
会
、
岩
槻
区
内
の
シ

ニ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
参
加
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
の
開
催
に
あ
た
り
、
主
催

者
を
代
表
し
て
、
さ
い
た
ま
市
保
健
福

祉
局
長　

大
塔
幸
重
氏
よ
り
ご
挨
拶
が

あ
り
、
さ
い
た
ま
市　

清
水
勇
人
市
長

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
さ
れ
た
。

　

現
在
、
さ
い
た
ま
市
の
人
口
は

１
２
５
万
人
を
超
え
、
高
齢
者
人
口
は

約
26
万
人
、
高
齢
化
率
21
％
に
近
い
状

況
と
な
り
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
生
活
や
意
識

が
多
様
化
す
る
中
、
本
市
で
は
、
健
康

で
長
生
き
が
で
き
高
齢
者
の
一
人
ひ
と

り
が
生
き
甲
斐
を
も
ち
、
安
心
感
に
満

ち
た
社
会
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、「
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
、
孤
立
死
を
防
ぐ

取
り
組
み
を
行
う
。

　

ま
た
、
24
時
間
対
応
の
訪
問
介
護
看

護
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
、
介
護
を
し
て

い
る
人
が
悩
み
や
疑
問
を
語
り
合
う
介

護
者
サ
ロ
ン
、
カ
フ
ェ
を
設
置
し
介
護

す
る
人
を
応
援
し
て
い
く
。「
高
齢
者
の

方
々
に
も
本
市
の
活
力
の
源
に
な
っ
て

い
た
だ
き
、
と
も
に
助
け
合
い
、
高
齢

者
が
主
役
と
な
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
地
域
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

日
本
一
幸
せ
を
実
感
で
き
る
都
市
を
目

指
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

本
日
の
フ
ェ
ス
タ
（
安
心
は
地
域
の

絆
か
ら
）
の
開
催
は
、「
介
護
が
必
要
と

な
っ
た
高
齢
者
の
方
や
献
身
的
に
介
護

さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の
皆
様
方
を
、
地

域
の
中
で
支
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
多
く
の
市
民
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、

絆
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
開

催
す
る
も
の
で
す
。」
と
話
し
た
。

介
護
の
日
フ
ェ
ス
タ
講
演
会

「
足
腰
き
た
え
て
介
護
予
防　

～
い
つ
ま

で
も
歩
け
る
力
と
膝
の
痛
み
の
お
話
～
」

　

介
護
の
日
フ
ェ
ス
タ
講
演
会
で
は
、

た
。
ま
た
、
看
護
職
員
に
よ
る
居
宅
療

養
管
理
指
導
の
要
点
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　

２
０
２
５
年
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳

と
な
り
、
急
速
な
高
齢
化
が
進
み
、
今

後
、
地
域
で
介
護
と
医
療
を
ど
う
す
る

か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の
研
修
会

は
、医
師
会
の
先
生
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
方
、
他
職
種
の
方
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
る
良
い
機
会
と
な
り
、
大

宮
医
師
会
で
は
、
今
後
も
介
護
と
医
療

の
連
携
研
修
会
を
予
定
し
て
い
る
。
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高
齢
者
運
動
器
疾
患
研
究
所
代
表
理
事
、

伊
奈
病
院
整
形
外
科
部
長　

石
橋
英
明

氏
よ
り
「
足
腰
き
た
え
て
介
護
予
防　

～
い
つ
ま
で
も
歩
け
る
力
と
膝
の
痛
み

の
お
話
～
」
と
題
し
て
、
介
護
予
防
に

つ
い
て
の
講
話
、
簡
単
に
で
き
る
「
ロ

コ
モ
体
操
」
の
解
説
及
び
実
演
を
行
っ

た
。

　

日
本
は
世
界
の
長
寿
国
で
あ
り
、
平

成
25
年
総
務
省
発
表
資
料
で
は
、
65
歳

以
上
の
人
口
が
３
１
８
６
万
人
を
超
え
、

総
人
口
に
占
め
る
割
合
も
２
５
・
０
％

（
約
４
人
に
１
人
）、
75
歳
以
上
も

１
５
６
０
万
人
と
年
々
増
え
て
い
る
。

ま
た
65
歳
ま
で
生
き
た
場
合
の
平
均
余

命
に
つ
い
て
、
男
性
１
８
・
９
年
（
推
定

寿
命
８
３
・
９
歳
）、女
性
２
３
・
９
年
（
推

定
寿
命
８
８
・
９
歳
）、
さ
ら
に
80
歳
ま

で
生
き
た
方
の
平
均
余
命
は
、
男
性
８
・

６
年
（
推
定
寿
命
８
８
・
６
歳
）、
女
性

１
１
・
６
歳
（
推
定
寿
命
９
１
・
６
歳
）。

平
均
寿
命
が
男
性
７
９
・
６
歳
、
女
性

８
６
・
４
歳
か
ら
み
る
と
、
年
齢
が
上

が
る
ほ
ど
男
女
の
平
均
余
命
の
差
が
縮

ま
っ
て
い
る
。
70
歳
ま
で
生
き
た
方
の

平
均
余
命
は
、
男
女
と
も
85
歳
を
超
え

て
お
り
、「
90
歳
ま
で
自
分
の
足
で
歩
く

準
備
を
こ
れ
か
ら
行
い
、
健
康
寿
命
を

保
つ
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
た
。

　

寝
た
切
り
・
要
介
護
に
な
る
原
因
の

第
１
位
は
、
骨
折
・
関
節
疾
患
（
23
％
）、

２
位
＝
脳
卒
中
（
22
％
）、
３
位
＝
認
知

症
（
15
％
）。
要
介
護
の
原
因
疾
患
は
、

男
女
で
異
な
る
た
め
、男
性
の
場
合
、「
脳

卒
中
」
が
多
く
、
女
性
は
、「
転
倒
・
骨

折
・
関
節
疾
患
」
が
多
い
。
石
橋
氏
は

「
脳
卒
中
」
は
、基
本
的
に
は
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
の
予
防
、「
骨
折
・
関
節
疾
患
」
は
、

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動

器
症
候
群
）
の
予
防
が
大
切
。
そ
の
た

め
に
は
運
動
を
勧
め
て
お
り
、
ロ
コ
モ

予
防
は
も
ち
ろ
ん
、
メ
タ
ボ
予
防
、
認

知
症
予
防
に
も
有
効
な
た
め
、「
で
き
れ

ば
生
活
の
中
に
運
動
習
慣
を
取
り
入
れ
、

特
に
男
性
は
メ
タ
ボ
に
気
を
つ
け
て
、

女
性
は
ロ
コ
モ
に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
た
。

　

健
康
な
長
生
き
に
は
、
運
動
器
の
健

康
が
重
要
な
た
め
、
参
加
者
全
員
で
ロ

コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
ロ
コ

ト
レ
）の
実
演
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

１
分
間
の
片
足
立
ち
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
で

は
、
大
き
な
古
時
計
の
曲
に
石
橋
氏
作

詞
の
替
え
歌
に
合
わ
せ
て
行
っ
た
。
ま

た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、水
中
歩
行
、自
転
車
、

ス
ト
レ
ッ
チ
、
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
の
運

動
も
効
果
が
あ
る
と
い
う
。

　

足
腰
を
強
く
保
つ
秘
訣
＝
ロ
コ
モ
の

解
決
策
は
、「
筋
力
を
増
強
す
る
こ
と
で

バ
ラ
ン
ス
の
改
善
、
ひ
ざ
痛
の
予
防
・

改
善
、骨
粗
鬆
症
の
予
防
、腰
痛
の
予
防
・

改
善
に
つ
な
が
る
。
身
体
機
能
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
も
ロ
コ
ト
レ
は
必
要
」

と
話
し
た
。

　

講
演
後
の
質
問
で
は
、「
背
筋
を
鍛
え

る
運
動
方
法
」
や
「
痛
み
が
あ
る
場
合

で
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
た
方
が
よ

い
か
」
な
ど
、
ロ
コ
ト
レ
に
関
心
を
示

す
参
加
者
も
多
く
、「
ロ
コ
ト
レ
を
普
段

の
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
」
と

意
欲
的
な
声
も
聞
か
れ
た
。

【
い
き
い
き
ロ
コ
モ
７
ヵ
条
】（
石
橋
氏

講
演
資
料
よ
り
）

１
．
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
日
々
続
け
よ
う
。

２
．
足
腰
の
健
康
は
歩
く
こ
と
か
ら
。

ス
タ
ス
タ
ウ
ォ
ー
ク
を
続
け
よ
う
。

３
．
タ
ン
パ
ク
質
と
カ
ル
シ
ウ
ム
を
充

分
に
含
む
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

を
摂
ろ
う
。

４
．
日
光
は
元
気
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
も

と
。
１
日
１
５
分
は
日
に
あ
た
ろ

う
。

５
．
健
康
に
関
心
を
持
ち
続
け
よ
う
。

た
だ
し
、
関
心
を
持
ち
す
ぎ
な
い

よ
う
に
し
よ
う
。

６
．
毎
日
い
き
い
き
と
過
ご
し
、
も
の

ご
と
を
前
向
き
に
考
え
る
よ
う
に

努
め
よ
う
。

７
．
講
演
会
や
講
習
会
に
参
加
し
て
知

識
を
取
り
入
れ
、
人
と
出
会
お
う
。
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【本庁、介護保険課職員への提案事項に関するご報告

　１２月２日（月）に、宮本会長、松橋研修ネットワーク推進委員長、山下の３人で本庁、介護保
険課にうかがい、中島課長、佐藤課長補佐、介護保険課職員３人の計６人で、さいたま市介護支援
専門員協会からの介護支援専門員業務における提案事項について、ご相談をさせていただきました。
　平成２５年度事業として、行政や他団体とのネットワーク強化を図り、さいたま市の介護保険事
業がより円滑かつ効率的なものになるための狙いとして、一方的な要望ではなく、互いの情報を理
解することが目的です。
　中島課長からも、行政としても、「みなさんの意見を少しでも反映できるようにすること、また、
行政サイドの理解を深める場としても、大変ありがたい」とのお言葉をいただき、会員のみなさま
の建設的かつ有用性のある提案を、行政合同のもと実現化できるよう、今後も交流を深めていきた
いと考えております。
　今回、ご提案例として上がったものとして、認定調査の特記事項について、用紙の無駄を省くため、
項目枠をなくしたフリーペーパー方式を採用してみてはどうかとの提案に対し、さいたま市からの
回答として、認定調査票特記事項は、フリーペーパー方式を採用すると、１群から順番に記入され
ない場合も想定され、介護認定審査会委員が見づらくなり、また、様式変更にはシステム改修費も
かかることとなりますが、区役所担当職員の意見も聞きながら検討したいとの回答を得ました。
現在の項目ごとの記入様式は、旧市合併の際に総合的に判断した結果、採用されたもので行政サイ
ドに立つと、納得できる回答でした。
　住宅改修書類の区の受け取り解釈についても、報告を受けているとし、こうした解釈の統一を図
るため、月に１度の各区高齢介護課長会議や担当者会議を通じて、検討をしているとのことでした。
　相違した立場から見れば、相互理解ができるものであること、何十、多い時は何百のクレームを
受け付ける行政の立場から見れば、私情を挟めない、マニュアルに沿う対応を行うことが職務であ
ると同時に、ケアマネジャーが利用者に対する立場は、介護保険制度という法律を理解しつつも、「何
とかしてあげたい」と言う思いが、温度差を感じるのかもしれません。
　目的は同じ、理解は同じ・・・そんな相手の立ち位置を意識し、改善できることを、お互いの立
場を集約し、少しずつ発展し感じられる提案を、「相談」していきたいと今後も考えています。
　全体研修や、各区幹事役員のみなさまのお力を借り、協会はネットワーク強化へ向け、前進して
います。
　会員のみなさんも、会員外のみなさんも、研修や各区のサロンに積極的にご参加いただき、一緒
に建設的な提案を協会に上げていただければ幸いです。

平成 25年 12月 5日　
副会長　山下　和彦　
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リニューアルしたので見てくださ〜い !!

〒 331－0823　埼玉県さいたま市北区日進町２丁目 1864－10
JS 日進　さいたま市社会福祉協議会内　さいたま市介護支援専門員協会
電話　048 －782 －6839　FAX　048－782－6840

事 務 局

ホームページ
h t t p : / / www . s a i t am a s h i - k e am a n e . j p　

　例年にない厳しい寒波の襲来により、北海道や日本海側では大雪になり、アメリカのシカゴでは、
氷点下27度、中国内モンゴル自治区では、氷点下45.9度を記録し、世界各地で異常気象が続いています。
今後も厳しい寒さが続くと予想されていますので、どうぞ風邪にはご用心ください。
　今年は午年、縁起の良い動物と言われています。物事がう

・ ・

まくいきますように！

あとがき

　　 ちょっと   coffee  break

　先日、今年の介護支援専門員試験に合格した友人と食事会をした席で「自分にとってケ
アマネって何ですか」と唐突に質問をされました。
　10 年間も居宅介護支援の仕事をしていながら、その質問に対し言葉が詰まってしまい
何も言うことができませんでした。
　「利用者が在宅で生活するため」「ご本人らしい生活ができるように」「家族、ご利用者
の方が共感し、無理のない生活を送っていただく」、頭の中を色々な言葉が駆け巡りました。
どの言葉に対しても「これだ」と言う感覚がなく、最初に居宅の介護支援専門員になった
ときの気持ちを考えてみました。
　介護の現場で 15 年働き、その時、施設に入居されている利用者の方が、施設に入り、
自宅に戻れない淋しい思いを、少しでも良い思い出、楽しかった時間になってほしいと思
い沢山話しかけ、笑顔で接するようにしていきたいと考えていたことを思い出しました。
　長く就労していくうちに、慣れが出てきてしまい初心の部分を忘れかけていた自分が悲
しく感じ、一緒に食事をしていた友人に感謝の気持ちでいっぱいになり、お食事会の会計
は自分が払いました。
　一人で仕事をしていると、自分のルールを作って動いてしまいがちになるので、他のケ
アマネ、違う業種の方との交流を多く持ち、沢山のものを吸収し利用者、家族のために少
しでも良い支援、提案ができるよう日々精進していきたいと感じたお食事会でした。友人
へ、約 18％の合格率であった介護支援専門員試験合格おめでとうございます。

自分にとってのケアマネ

会員Ｏ

ちょっと   coffee  break

さいたま市介護支援専門員協会 検索⬅


